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展示会

國
學
院
大
學

学
び
へ
の
誘
い

日
本
の
こ
こ
ろ

祭
礼
絵
巻
に
み
る
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國
學
院
大
學
が
所
有
す
る
学
術
資
産
の
内
か
ら
、
古
典
籍
を
中
心
に

展
示
会
を
開
催
し
、
開
催
地
域
と
の
文
化
的
な
融
合
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
平
成
十
七
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
学
び
」
と
は
、
学
生
の
み
な
ら
ず
、
誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
行
う

行
為
で
あ
り
、
切
り
口
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
発
見
が
生
ま

れ
、
様
々
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
多
彩
な
入
口
を
提
供
し
、
学
術
の
裾
野
を
広
げ
よ
う
と
す
る
試
み
が

「
学
び
へ
の
誘
い
」
で
す
。

会
期
・
会
場

札
幌
：
六
月
八
日（
土
）～
十
六
日（
日
）

　
　
　
紀
伊
國
屋
書
店
　札
幌
本
店
　
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

滝
川
：
六
月
十
七
日（
月
）～
二
十
三
日（
日
）

　
　
　
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部

東
京
：
七
月
十
三
日（
土
）～
二
十
七
日（
土
）

　
　
　
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
　
國
學
院
大
學
博
物
館

新
潟
：
九
月
七
日（
土
）～
十
六
日（
月
・
祝
）　

　
　
　
新
潟
大
学
駅
南
キ
ャ
ン
パ
ス｢

と
き
め
い
と｣

多
目
的
ス
ペ
ー
ス

松
本
：
九
月
二
十
一
日（
土
）～
二
十
九
日（
日
）　

　
　
　
松
本
市
時
計
博
物
館
　
三
階
企
画
展
示
室

目
次

國
學
院
大
學
「
学
び
へ
の
誘
い
」

は
じ
め
に

祭
礼
の
成
り
立
ち

平
安
貴
族
ゆ
か
り
の
祭
礼

無
病
息
災
を
願
う
祭
礼

江
戸
時
代
の
祭
礼　

國
學
院
大
學
所
蔵
の
祭
礼
絵
巻　
　
　
　
　

主
な
展
示
品
に
関
連
す
る
祭
礼
行
事（
現
代
）

多
様
な
日
本
の
祭
礼

祭
礼
に
お
け
る
行
事
の
意
義

行
列
と
絵
画

賀
茂
祭（
葵
祭
）の
祭
儀

賀
茂
祭
の
行
列

祇
園
祭

山
鉾

祓東
照
宮
の
神
輿
行
列
の
特
色

日
本
各
地
の
祭
礼
行
列

平成二十五年度
「祭礼絵巻にみる日本のこころ」

開催要項



　
昔
か
ら
日
本
の
人
々
は
、
自
然
の
災
い
な
ど
を
恐
れ
つ
つ
も
そ
の
克
服
に
心
を
尽
く
し
、
稲
な
ど
の
実
り
を
喜
び
な
が
ら
も
一
層
の
豊
か
さ
を
求
め
ま
し
た
。
こ

う
し
た
営
み
に
一
丸
と
な
っ
た
、
人
々
の
支
え
と
な
っ
て
き
た
の
が
神
々
へ
の
祭
礼
で
す
。
古
代
よ
り
神
は
、
災
い
を
な
く
し
、
福
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
な
お
、
災
い
よ
け
、
豊
か
さ
の
祈
願
、
い
ず
れ
の
た
め
に
も
祭
礼
は
行
な
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
被
害
の
予
防
や
、
豊
作
へ
の
感
謝
も
、
祭
礼
の
願
い
に
込
め
ら

れ
ま
す
。
祈
る
神
々
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
多
様
さ
が
、
日
本
の
祭
礼
の
特
色
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

多
様
な
日
本
の
祭
礼

は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』
を
始
め
と
す
る
、
六
国
史
の
記
事
を
部

類
分
け
し
た
書
物
に
『
類る
い

聚じ
ゅ

国こ
く

史し

』
が
あ
り
ま
す
。
冒
頭

に
掲
げ
た
文
言
は
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
す
。
元
は
六
国

史
の
『
日に

本ほ
ん

後こ
う

紀き

』
の
延
暦
十
七
年（
七
九
八
）の
記
事
で

す
が
、そ
の
部
分
は
現
存
し
ま
せ
ん
。祭
礼
の
場
を
整
え
、

神
を
敬
え
ば
、
神
は
災
い
を
消
滅
さ
せ
福
を
も
た
ら
す
、

と
い
う
意
味
で
す
。

　

こ
の
文
言
か
ら
は
、
祭
礼
が
吉
凶
い
ず
れ
に
も
対
応
し

て
い
た
事
実
を
理
解
で
き
ま
す
が
、
祭
礼
の
成
就
に
は
、

掃
除
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
怠
り
な
い
準
備
と
、
神
を
敬

う
気
持
ち
が
必
要
な
こ
と
も
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
『
令
義
解
』
と
は
古
代
の
法
令
、
養よ
う

老ろ
う

令り
ょ
う

の
注
釈
書
で
、

天
長
十
年（
八
三
三
）の
成
立
で
す
。
同
令
で
朝
廷
祭さ
い

祀し

の

関
係
事
項
を
定
め
た
神じ
ん

祇ぎ

令
に
は
、
一
年
の
間
に
行
な
う

祭
礼
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
古
代
よ
り
、

農
耕
祭
祀
を
中
心
に
、
多
様
な
願
い
を
込
め
た
祭
礼
が
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

元
は
明み
ょ
う

法ぼ
う

の
家
で
あ
る
坂さ

か
の
う
え上
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の

で
、
有ゆ
う

職そ
く

故こ

実じ
つ

に
通
じ
た
猪い

の

熊く
ま

信の
ぶ

男お

氏
を
経
て
、
現
在
國

學
院
大
學
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

（
関
連
典
籍
）『
令り
ょ
う
の
ぎ
げ

義
解
』
巻
三
　
猪い
の

熊く
ま

本

一
軸
、
鎌
倉
時
代
写
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
、

重
要
文
化
財

「
社や
し
ろ

を
掃は
ら
ひ
て
神
を
敬う
や
ま

は
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
災わ
ざ
は

ひ
を
銷け

し
福
を
致い
た
す
」
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古
代
の
歴
史
書
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
か
ら
は
、
当
時
の
祭
礼
の
姿
が
推
し
量
れ
ま
す
。
石い
わ

窟や

に
籠
も
り
、
世
界
を
闇
に
閉
ざ
し
た
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
を
外
に
出
し
、

明
る
さ
を
取
り
戻
す
た
め
に
行
な
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
天あ
ま
の

石い
わ

窟や

戸と

の
神
事
も
そ
の
一
例
で
す
。
そ
の
際
、
天あ
ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
に
よ
る
俳わ
ざ

優お
ぎ

、
つ
ま
り
演
芸
が
、
願
い
を
叶
え

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
俳
優
が
、
石
窟
の
外
の
神
々
を
大
い
に
沸
き
立
た
せ
、
天
照
大
神
の
関
心
を
外
に
向
け
た
の
で
す
。
祭
礼
で
は
、
神

に
願
い
を
届
け
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
参
加
者
の
意
識
を
高
め
る
上
で
も
、
祈
り
以
外
の
行
事
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

祭
礼
に
お
け
る
行
事
の
意
義

祭
礼
の
成
り
立
ち

　

こ
こ
で
は
『
日
本
書
紀
』
巻
一（
神
代
上
）七
段
の
本
文

に
で
き
る
だ
け
即
し
て
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

　

弟
で
あ
る
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
の
無
礼
に
よ
り
負
傷
し
た
天
照
大

神
は
、
立
腹
し
て
石
窟
に
籠
り
、
世
界
は
闇
に
包
ま
れ
ま

す
。こ
の
た
め
八や

十そ

万よ
ろ
ず

の
神
は
、思お

も
い
か
ね
の
か
み

兼
神
の
構
想
の
も
と
、

神
事
の
準
備
を
し
ま
す
。
ま
ず
、
長な
が

鳴な
き

鳥ど
り

を
鳴
か
せ
な
が

ら
、
石
窟
の
戸
に
手た
ぢ
か
ら力

雄お
の

神か
み

を
控
え
さ
せ
ま
す
。
天あ

ま
の
こ
や
ね
の

児
屋

命み
こ
と

と
太ふ

と
だ
ま
の
み
こ
と

玉
命
は
、
天あ

ま
の
か
ぐ
や
ま

香
山
の
五い

百お

箇つ
の

真ま

坂さ
か

樹き

の
枝
に
玉
・

鏡
・
幣ぬ
さ（

布
）を
懸
け
て
祈
祷
し
ま
す
。
そ
し
て
、
天
鈿
女

命
が
俳
優
と
神
懸
か
り
を
し
ま
す
。
こ
の
一
連
の
所
為
が

天
石
窟
戸
の
神
事
と
い
わ
れ
ま
す
。

天
石
窟
戸
の
神
事

　

石
窟
の
天
照
大
神
は
、「
私
が
石
窟
に
い
る
の
に
な
ぜ

楽
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
い
、
そ
の
戸
を
細
く
開

け
、
様
子
を
う
か
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
手
力
雄
神
が
大
神

の
手
を
引
き
石
窟
か
ら
出
し
、
天
児
屋
命
と
太
玉
命
が
石

窟
に
縄
を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
素
戔
嗚
尊
は
罪
を
贖あ
が
な

わ
さ
せ
ら
れ
、
天
か
ら
放
逐
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
の
写
真
は
『
伊
勢
参
宮
名
所
図ず

会え

』
巻
五
上（
寛
政

九
年（
一
七
九
七
）刊
、
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
蔵
）で

す
。
こ
の
神
事
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

２



　
祭
礼
の
多
く
は
神
社
の
神
に
対
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
祭
礼
を
構
成
す
る
祭
儀
・
行
事
の
場
は
、
人
の
生
活
と
隔
た
る
神
社
内
を
基
本
と
す
る
た
め
、
祭
礼

を
体
感
す
る
人
々
は
限
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
神
霊
を
奉
る
神み

輿こ
し

と
そ
の
随
行
者
、
あ
る
い
は
、
神
社
内
の
祭
儀
に
向
か
う
参
加
者
な
ど
に
よ
る
、
神
社
の
外
で
主

に
組
ま
れ
る
行
列
は
違
い
ま
す
。
行
列
に
参
加
す
る
人
々
は
、
そ
の
違
い
を
意
識
し
最
善
を
求
め
ま
し
た
。
結
果
、
行
列
は
人
々
の
注
目
を
集
め
、
絵
画
の
題
材
に

も
な
り
ま
し
た
。『
年
中
行
事
絵
巻
』
な
ど
、
記
録
目
的
の
絵
巻
は
中
世
か
ら
あ
り
、
近
世
に
は
、
鑑
賞
の
た
め
屏
風
な
ど
に
も
描
か
れ
ま
し
た
。

行
列
と
絵
画

祭
礼
の
成
り
立
ち

　

養
老
四
年（
七
二
〇
）成
立
で
、
現
存
す
る
日
本
の
歴
史

書
と
し
て
は
『
古
事
記
』
に
次
ぐ
古
さ
で
す
。
神
の
時
代

の
こ
と
は
諸
説
を
併
記
し
て
い
ま
す
が
、
天
石
窟
戸
の
神

事
は
主
説
と
し
て
大
字
の
本
文
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
品
は
、
書
写
者
が
伊
豆
三
嶋
社
参
籠
の
際
、
神
代

紀
・
神
武
天
皇
紀（
巻
一
～
三
）を
写
し
奉
納
し
た
も
の
で

す
。
國
學
院
大
學
は
巻
一
と
巻
三
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
を
所

蔵
し
て
お
り
、
奉
納
先
の
三
嶋
大
社（
静
岡
県
）所
蔵
本
と

合
わ
せ
る
と
三
巻
全
て
揃
い
ま
す
。
國
學
院
大
學
は
、
本

来
の
体
裁
に
復
元
し
た
影
印
本
を
、
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

①
『
日
本
書
紀
』
巻
一
　
三
嶋
本

一
軸
　
正
長
元
年（
一
四
二
八
）、
良
海
等
写
　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
　
旧
重
要
美
術
品

３



　
賀か

茂も

御み

祖お
や

神じ
ん

社じ
ゃ（

下
鴨
神
社
）・
賀か

茂も

別わ
け

雷い
か
づ
ち
じ
ん
じ
ゃ

神
社（
上
賀
茂
神
社
）の
賀
茂
祭
は
、
京
都
の
初
夏
を
代
表
す
る
祭
礼
で
す
。
欽
明
天
皇
の
時
代（
五
三
九
〜
五
七
一
）、

風
雨
の
災
い
を
防
ぐ
た
め
始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
平
安
京
へ
の
遷せ
ん

都と

直
後
か
ら
は
、
天
皇
が
祭
神
に
幣へ
い

帛は
く

と
い
う
品
を
用
意
し
、
神
社
で
そ
れ
を
祭さ
い

使し（
勅ち
ょ
く

使し

）が

奉
る
、
四
月
二
番
目
の
酉
の
日
の
祭
儀
が
祭
礼
の
軸
と
な
り
ま
し
た
。
賀
茂
祭
関
連
の
祭
礼
と
し
て
は
、
賀
茂
御
祖
神
社
の
御み

蔭か
げ

祭ま
つ
り

、
賀
茂
別
雷
神
社
の
御み

阿あ

礼れ

神し
ん

事じ

も
重
要
で
す
。
各
々
の
祭
神
が
表
わ
れ
た
と
さ
れ
る
御み

蔭か
げ

山や
ま

・
神こ
う

山や
ま

か
ら
神
霊
を
神
社
ま
で
遷う
つ

し
ま
す
。
古
い
祭
礼
の
姿
を
留
め
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

賀か

茂も

祭さ
い（

葵あ
お
い

祭ま
つ
り

）の
祭
儀

平
安
貴
族
ゆ
か
り
の
祭
礼

　

賀
茂
別
雷
社
の
由

緒
や
祭
礼
な
ど
を
、

八
部
門
に
分
け
集
成

し
た
記
録
で
す
。
江

戸
幕
府
寺
社
奉
行
の

意
向
に
よ
り
、
延
宝

八
年
に
神
職
の
岡お
か

本も
と

保や
す

可よ
し

な
ど
が
編
集
し

ま
し
た
。
筆
者
の
山

本
季
村
も
そ
れ
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
賀

茂
祭
の
記
述
は
総
じ

　

江
戸
以
前
、御み

生あ
れ

神し
ん

事じ

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
御
蔭
祭
は
、

天
皇
の
祭
使
に
よ
る
奉ほ
う

幣へ
い

の
三
日
前
に
、
御
蔭
山
か
ら
賀

茂
御
祖
社
に
神
霊
を
遷
す
た
め
の
祭
礼
で
し
た
。
絵
巻
は

祭
礼
の
終
盤
、
神
社
境
内
糺た
だ
す

の
森も

り

で
芸
能
を
行
な
う
切き

り

芝し
ば

神し
ん

事じ

を
終
え
、
本
社
に
神
霊
が
向
か
う
場
面
を
描
い
て
い

ま
す
。
神
霊
は
馬
に
載
せ
ら
れ
、
絹き
ぬ

蓋が
さ

と
い
う
傘
で
覆
わ

②
『
賀
茂
註ち
ゅ
う
進し
ん
雑ざ
っ
記き

』
上
下

③
『
賀
茂
御
蔭
祭
図
絵
巻
』

一
冊
　
延
宝
八
年（
一
六
八
〇
）頃
、
山や

ま

本も
と

季す
え

村む
ら

筆
　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

一
軸
　
紙
本
着
色
　
安
永
六
年（
一
七
七
七
）

松
村
藤
連
香
画
　
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
蔵

れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
品
は
制
作
当
時
神
職
で
あ
っ
た
泉い
ず
み

亭て
い

俊と
し

春は
る

の
所
持

す
る
絵
巻
を
写
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

て
詳
細
で
す
が
、
秘
儀
で
あ
る
四
月
二
番
目
の
午
の
日
の

御
阿
礼
神
事
は
、
年
中
行
事
の
一
覧
の
中
で
簡
単
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

展
示
品
は
、
江
戸
末
期
の
商
人
で
国
学
を
学
ん
だ
小お

津づ

久ひ
さ

足た
り

の
西せ

い

荘そ
う

文ぶ
ん

庫こ

に
あ
り
ま
し
た
。
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平
安
時
代
、
賀
茂
祭
で
天
皇
の
幣
帛
を
奉
る
祭
使
一
行
に
と
っ
て
は
、
神
社
で
の
祭
儀
だ
け
で
な
く
、
そ
の
行
き
帰
り
も
重
要
で
し
た
。
祭
使
一
行
は
天
皇
の
御

所
で
あ
る
内だ
い

裏り

で
儀
式
を
行
な
っ
た
上
で
、
行
列
を
組
ん
だ
の
で
す
。
こ
の
行
列
に
は
、
神
に
仕
え
る
皇
女
の
斎さ
い

王お
う

も
加
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
時
の
京
で
も
賀

茂
祭
だ
け
の
こ
と
で
、
行
列
の
権
威
を
高
め
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
が
行
列
を
見
物
し
た
の
は
必
然
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
貴
族
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
列
の

通
る
道
に
は
牛ぎ
っ

車し
ゃ

が
連
な
り
、
仮
設
の
桟さ

敷じ
き

ま
で
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
貴
族
の
日
記
に
も
、
文
学
作
品
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

賀
茂
祭
の
行
列

平
安
貴
族
ゆ
か
り
の
祭
礼

　

こ
の
帖
に
は
、
賀
茂
祭
の
行
列
見
物
の
場
が
舞
台
と
な

る
話
が
あ
り
ま
す
。
賀
茂
祭
に
参
る
斎さ
い

王お
う

は
、
事
前
に
鴨

川
で
御ご

禊け
い（

禊み
そ
ぎ

）を
し
ま
す
。
光
源
氏
の
正
妻
葵あ

お
い
の
う
え上

と
六ろ

く
じ
ょ
う
の条

御み

息や
す

所ど
こ
ろ

は
、
こ
の
行
列
観
覧
の
際
に
車
争
い
を
し
ま
す
。

ま
た
、
壮
齢
の
源げ
ん
の
な
い
し
の
す
け

典
侍
の
好
意
に
源
氏
が
呆
れ
た
の
は
、

神
社
に
幣
帛
を
奉
る
祭
使
の
行
列
を
見
よ
う
と
し
た
時
で

す
。

　

展
示
品
は
村
上
源
氏
の
流
れ
を
引
く
公
家
の
久
我
家
で

作
ら
れ
た
も
の
で
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
が
揃
っ
て

い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
歌
人
、
藤ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え

原
定
家
が
集
成
し
た
青あ

お

表び
ょ
う

紙し

本ぼ
ん

の
系
統
に
属
し
ま
す
。
絵
が
各
帖
の
冒
頭
に
あ
る

珍
し
い
体
裁
で
、
専
用
の
収
納
箱
も
現
存
し
ま
す
。

　

賀
茂
祭
の
祭
使
の
行
列
が
、
内
裏
よ
り
賀
茂
社
に
向
か

う
様
子
を
描
い
た
図
で
す
。
行
列
を
桟
敷
か
ら
見
物
す
る

④
『
源
氏
物
語
』
葵
巻
　
久こ

我が

家
本

⑤
『
賀
茂
祭
草そ
う

子し

』

一
帖
　
江
戸
時
代
初
期
写
　
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

一
軸
　
紙
本
着
色
　
制
作
年
代
不
詳（
江
戸
時
代
後

期
か
）　
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

貴
族
や
、
庶
民
の
姿
も
あ

り
ま
す
。

　

絵
の
も
と
と
な
っ
た
の

は
文
永
十
一
年（
一
二
七
四
）

の
行
列
で
す
。『
賀
茂
祭

絵え

詞こ
と
ば

』
と
通
称
さ
れ
る
絵

巻
の
一
本
で
、
展
示
品
は

鎌
倉
時
代
の
様
子
を
忠
実

に
描
く
系
統
の
も
の
で

す
。天
地
の
朱
界
の
外
に
、

『
江ご
う

次し

第だ
い

』『
山さ

ん

槐か
い

記き

』
な

ど
、
平
安
期
の
儀
式
書
や

日
記
の
記
述
が
注
記
さ
れ

て
い
る
の
は
、
展
示
品
の

特
徴
で
す
。

５



　
『
賀
茂
祭
絵
詞
』
の
一
本
で
す
。
同
絵
詞
に
は
、
鎌
倉

時
代
の
様
子
を
留
め
て
描
か
れ
た
も
の
と
、
近
世
初
期
の

身
な
り
を
参
考
に
し
た
も
の
と
に
分
か
れ
ま
す
が
、
展
示

品
は
『
賀
茂
祭
草
子
』
と
同
じ
く
前
者
で
す
。
尾
部
の
奥お
く

書が
き

に
は
、
中
世
以
来
中
断
し
て
い
た
賀
茂
祭
が
復
興
し
た

元
禄
七
年
に
、
五ご

摂せ
っ

家け

で
あ
る
鷹た

か

司つ
か
さ

家け

の
所
蔵
本
を
元
に

し
て
描
か
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
展

示
品
は
京
都
産
業
大
学（
京
都
府
）や
神
宮
文
庫（
三
重
県
）

の
所
蔵
品
と
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　系統は『賀茂祭草子』『文永賀茂祭図』と同じです。
彩色の省略箇所があります。國學院大學で教鞭を
取った武

たけ

田
だ

祐
ゆう

吉
きち

の旧蔵品です。

　

賀
茂
祭
の
祭
使
の
行
列
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
屏
風
を

横
に
貫
く
川
は
鴨
川
と
み
ら
れ
ま
す
。
屏
風
左さ

隻せ
き

の
牛
車

は
飾か
ざ
り

車ぐ
る
ま

と
呼
ば
れ
、
人
は
乗
り
ま
せ
ん
。
右う

隻せ
き

右
端
の
駕か

籠ご

や
裃

か
み
し
も

姿
の
武
士
の
姿
は
、
江
戸
時
代
の
行
列
の
特
徴

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

作
者
の
西
村
楠
亭
は
、
円ま
る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

に
師
事
し
ま
し
た
。

円
山
派
の
画
法
の
特
徴
で
あ
る
遠
近
法
は
こ
の
屏
風
で
も

採
ら
れ
て
お
り
、
行
列
を
長
く
見
せ
た
り
、
川
の
対
岸
で

見
物
す
る
人
々
と
行
列
と
の
区
別
を
際
立
た
せ
た
り
す
る

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
『
文
永
加
茂
祭
図
』

⑦
『
葵
祭
図
屏
風
』

一
軸
　
紙
本
着
色
　
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）以
降
、

高た
か

階し
な

定さ
だ

信の
ぶ

画
　
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

一軸　紙本着色　制作年代不詳（江戸時代後期か）
國學院大學図書館蔵

六
曲
一
双
　
紙
本
着
色
　
江
戸
時
代
後
期
、

西に
し

村む
ら

楠な
ん

亭て
い

画
　
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
蔵

（関連絵巻）　『葵祭絵巻』

６



　
平
安
時
代
の
中
頃
、
人
が
多
く
住
む
京
で
恐
れ
ら
れ
た
の
は
、
夏
の
疫え
き

病び
ょ
う

で
し
た
。
病
を
つ
か
さ
ど
る
素
戔
嗚
尊（
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

）を
祀ま
つ

る
祇
園
社
で
は
、
健
康
祈
願

の
た
め
御ご

霊り
ょ
う

会え

を
行
な
い
ま
し
た
。
京
都
の
夏
の
風
物
詩
と
さ
れ
る
、
八や

坂さ
か

神じ
ん

社じ
ゃ

祇
園
祭
の
始
ま
り
で
す
。
祇
園
御
霊
会
の
特
色
は
、
神
社
の
神
霊
が
、
神
輿
で
京

の
町
々
を
巡
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
疫
病
へ
の
神
の
力
を
、
人
々
の
身
近
な
場
で
示
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
現
在
、
各
地
の
祭
礼
で
神
輿
行
列
が
あ
り
ま
す
が
、

祇
園
御
霊
会
は
そ
の
さ
き
が
け
で
す
。
以
後
こ
の
御
霊
会
は
、
朝
廷
も
関
わ
る
中
、
京
の
人
々
に
よ
り
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

祇ぎ

園お
ん

祭ま
つ
り

無
病
息
災
を
願
う
祭
礼

　

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
江
戸
時
代
以
前
は
六
月
十
四
日

に
組
ま
れ
て
い
た
祇
園
御
霊
会
の
神
輿
行
列
で
す
。
絵
巻

は
後
白
河
院
が
宮
中
の
行
事
を
図
示
す
る
命
を
下
し
た
の

が
制
作
の
契
機
で
す
の
で
、
平
安
末
期
の
様
子
を
反
映
し

た
描
写
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
神
輿
や
鉾ほ
こ

の
他
、
田で

ん

楽が
く

や
獅

子
、
面
を
付
け
た
舞ま
い

人に
ん

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
原
画
は
失

わ
れ
、
そ
れ
を
模
し
た
と
さ
れ
る
善
本
も
、
祇
園
御
霊
会

の
箇
所
は
素
描
で
あ
る
た
め
、
彩
色
さ
れ
て
い
る
の
は
展

示
品
の
特
色
で
す
。
た
だ
し
、
神
輿
が
三
基
中
一
基
の
み

で
あ
る
な
ど
、
一
部
の
描
写
は
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
『
年
中
行
事
絵
巻
』
祇
園
御
霊
会

一
軸
　
紙
本
着
色
　
制
作
年
代
不
詳（
江
戸
時
代
後

期
か
）　
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
蔵
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祇
園
祭
で
は
神
輿
行
列
が
繰
り
出
さ
れ
ま
す
が
、
京
都
の
市
街
地
を
巡
る
華
麗
な
山
鉾
の
行
列
も
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
に
伝
わ
る
山
鉾
の
形
式
は
、
中
世

中
頃
ま
で
確
実
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
山
鉾
は
鉾
と
山
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
鉾
は
文
字
通
り
、
装
飾
さ
れ
た
屋
台
の
上
に
そ
び
え
る
鉾
が
特
徴
で
、
疫
病
を
起
こ

す
疫え
き

神じ
ん

を
招
く
役
割
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
年
中
行
事
絵
巻
』に
描
か
れ
て
い
る
、手
に
持
た
れ
た
鉾
も
そ
う
し
た
役
割
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

祇
園
祭
と
同
時
期
に
は
じ
ま
っ
た
京
の
上
下
御
霊
神
社
の
御
霊
会
で
も
、
大
き
な
鉾
が
神
輿
の
行
列
に
加
わ
り
ま
し
た
。

山や
ま

鉾ほ
こ

無
病
息
災
を
願
う
祭
礼

　

祇
園
祭
山
鉾
巡じ

ゅ
ん

行こ
う

の
絵
巻
で
す
。
祇
園
社
楼
門
を
冒
頭

に
配
し
、
続
い
て
旧
六
月
七
日
の
先さ
き

祭ま
つ
り

に
繰
り
出
さ
れ
た

二
十
三
基
の
山
鉾
、
十
四
日
の
後あ
と

祭ま
つ
り

に
登
場
す
る
十
一
基

の
山
鉾
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
制
作
さ
れ
た
嘉
永
元
年
当

時
の
姿
が
元
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）以
来
休
山
で
、
当
時
巡じ
ゅ
ん

行こ
う

の
な
か
っ
た
鷹た

か

山や
ま

の
姿
が
あ
り
ま
す
。
今
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
山
鉾
か
ら

の
粽ち
ま
き

投
げ
の
様
子
も
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冷
泉
為
恭
は
京
狩か

野の
う

家
出
身
の
絵
師
で
、
展
示
品
は
青

年
期
の
作
品
で
す
。

⑨
『
祇
園
祭
礼
絵
巻
』

一
軸
　
絹
本
着
色
　
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）、

冷れ
い

泉ぜ
い

為た
め

恭ち
か

画
　
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
蔵

８



　

上
御
霊
神
社
・
下
御
霊
神
社
そ
れ
ぞ
れ
の
神
輿
行
列
を

描
き
ま
す
。行
列
に
加
わ
る
大
き
な
鉾
は
剣け
ん

鉾ほ
こ

と
呼
ば
れ
、

京
都
の
祭
礼
で
良
く
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。
題
の
「
私
祭
」

と
は
、
明
治
維
新
以
後
、
社
殿
で
の
重
要
祭
儀
と
神
輿
行

列
の
行
事
と
に
、
公
私
の
別
が
生
じ
た
た
め
付
い
た
名
称

で
す
。
元
々
神
輿
行
列
は
七
・
八
月
で
し
た
が
、
こ
の
頃

よ
り
五
月
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

作
者
の
国
井
応
文
は
京
出
身
で
、円ま
る

山や
ま

応お
う

立り
ゅ
う

に
師
事
し
、

幕
末
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

京
都
嵐
山
周
辺
の
初
夏
の
祭
礼
、
嵯
峨
祭
を
意
識
し
て

描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
絵
巻
で
す
。
同
祭
は
疫
病
除
け
に

特
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
剣
鉾
が
行
列
に
加
わ
る
こ
と
で

知
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
愛あ
た

宕ご

神じ
ん

社じ
ゃ

と
野の

の

宮み
や

神じ
ん

社じ
ゃ

に
関
連
す

る
祭
礼
と
し
て
、
五
月
に
神
輿
行
列
が
組
ま
れ
ま
す
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
『
嵯
峨
祭
絵
巻
』
と
比
較
す
る
と
、
共

通
す
る
練
り
物
は
あ
る
も
の
の
、
神
輿
の
数
が
少
な
い
な

ど
、
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
。
剣
鉾
も
あ
り
ま
せ
ん
。

⑩
『
稲
荷
神
社
両り
ょ
う

御ご

霊り
ょ
う

神じ
ん
社じ
ゃ
私し

祭さ
い
之
図
』

⑪
『
佐さ

賀が

祭ま
つ
り

絵
巻
』

一
軸
　
紙
本
着
色
　
明
治
十
年（
一
八
七
七
）、
国く

に

井い

応お
う

文ぶ
ん

画
　
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
蔵

一
軸
　
紙
本
着
色
　
制
作
年
代
不
詳（
江
戸
時
代
後

期
か
）　
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
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神
社
で
の
祈
願
を
「
お
は
ら
い
」
と
よ
く
呼
び
ま
す
。｢

お
は
ら
い｣

と
は
、
元
は
祈
願
一
般
を
指
す
の
で
は
な
く
、
人
の
罪
を
贖
う
祓
と
い
う
行
事
に
由
来
す

る
こ
と
ば
で
す
が
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
は
、
祓
に
よ
る
延
命
を
願
う
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
は
平
安
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
、
特
に
夏
の
祓
は
重
ん

じ
ら
れ
ま
し
た
。
使
わ
れ
る
道
具
も
、
常
に
用
い
ら
れ
る
人ひ
と

形が
た

な
ど
に
加
え
、
夏
季
特
有
の
菅す
が

抜ぬ
き

も
登
場
し
ま
す
。
中
世
に
は
さ
ら
に
疫
病
よ
け
の
茅ち

の
輪わ

も
使
わ

れ
ま
し
た
。
各
地
の
神
社
で
も
夏
の
祓
は
重
要
な
行
事
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
大
規
模
な
行
列
を
組
む
祓
関
連
の
祭
礼
も
あ
り
ま
し
た
。

祓は
ら
え

無
病
息
災
を
願
う
祭
礼

　

近
世
以
前
、
豊
前（
今
の
大
分
県
）の
宇
佐
八
幡
宮
で
六

月
末
に
行
な
わ
れ
た
、
御お

祓は
ら
い

会え（
現
在
の
御ご

神し
ん

幸こ
う

祭さ
い

）の
神

輿
行
列
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
所
役
の
代
表
者
の
み
が
少

数
表
現
さ
れ
、
実
際
の
人
数
は
絵
巻
下
部
に
付
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
縄
を
解
く
解と
き

縄な
わ

や
、
振
る
大お

お

麻ぬ
さ

な
ど
、
広
く
用

い
ら
れ
る
祓
の
道
具
の
他
、
夏
の
祓
を
代
表
す
る
、
平
安

時
代
以
来
の
菅
抜
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

展
示
品
は
、國
學
院
大
學
で
教
鞭
を
と
っ
た
神
道
学
者
、

河こ
う

野の

省せ
い

三ぞ
う

旧
蔵
で
す
。

　御祓会に参加する人々が描かれています。『宇佐
御祓図』よりも行列を具体的に描いています。

⑫
『
宇
佐
御お

祓は
ら
い

図
』

一
巻
　
紙
本
着
色
　
制
作
年
代
不
詳（
江
戸
時
代
後

期
か
）　
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

一軸　紙本着色　制作年代不詳（江戸時代後期か）
國學院大學図書館蔵

（関連絵巻）　『宇佐宮御祓会行幸絵巻』
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江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
は
、
没
し
た
翌
年
の
元
和
三
年（
一
六
一
七
）、
日
光（
栃
木
県
）の
東と
う

照し
ょ
う

宮ぐ
う

で
祀
ら
れ
ま
す
。
こ
の
渡と

御ぎ
ょ

祭さ
い

の
祭
礼
行
列
は
現
在

「
百ひ
ゃ
く

物も
の

揃ぞ
ろ
い

千せ
ん

人に
ん

武む

者し
ゃ

行ぎ
ょ
う

列れ
つ

」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
、
神
輿
に
実
際
の
武
士
が
護
衛
な
ど
と
し
て
多
数
付
き
従
い
ま
し
た
。
将
軍
主
宰
の
こ
の
祭
礼
の

厳
格
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
東
照
宮
は
各
地
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
紀
州
和
歌
山
に
も
、
家
康
の
十
男
で
あ
る
紀
州
藩
主
徳
川
頼
宣
に
よ
り
東
照
宮
が
作
ら
れ
、
和わ

歌か

祭ま
つ
り

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
輿
行
列
に
は
、
日
光
と
は
対
照
的
に
、
和
歌
山
城
下
の
町
人
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
練ね

り
物も
の

が
繰
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
照
宮
の
神
輿
行
列
の
特
色

江
戸
時
代
の
祭
礼

　

江
戸
時
代
、
日
光
の
東
照
宮
の
祭
礼
は
徳
川
家
康
の
命

日
に
あ
た
る
四
月
十
七
日
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
絵

巻
は
そ
の
神
輿
行
列
を
描
い
て
い
ま
す
。
行
列
の
前
後
と

中
間
の
一
部
を
欠
く
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
役
は
き
ち
ん

と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
東と
う

照し
ょ
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん（
家
康
）・
山さ

ん

王の
う

・
摩ま

多た

羅ら

神じ
ん

あ
わ
せ
て
三
基
の
神
輿
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
捉
え
て
描
き
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
全

て
の
人
を
描
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
随
行
武
士
の
鑓や
り

な
ど
、

一
部
の
参
加
者
の
所
持
品
に
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
注
記

が
あ
り
ま
す
。

　『日光祭礼絵巻』より簡略ですが、神輿の描写は、寛永
十二年（一六三五）に作られた実物（現在東照宮宝物館に所
蔵）の特徴を捉えています。

⑬
『
日
光
祭
礼
絵
巻
』

一
軸
　
紙
本
着
色
　
制
作
年
代
不
詳（
江
戸
時
代
後

期
か
）　
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
蔵

（関連絵巻）　『東照宮祭礼絵巻』

一軸　紙本着色　嘉永四年（一八五一）画　
國學院大學神道資料館蔵
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日
光
と
同
様
、
江
戸
時
代
に
は
四
月
十
七
日
に
行
な
わ

れ
て
い
た
、
紀
州
の
東
照
宮
の
和
歌
祭
を
描
い
た
絵
巻
で

す
。
一
軸
で
す
が
、
下
巻
の
存
在
を
推
定
で
き
ま
す
。
冒

頭
は
神
輿
前
で
の
祭
儀
で
、
相
撲
が
続
き
ま
す
が
、
そ
の

後
は
踊
り
や
唐か
ら

船ふ
ね

の
山だ

車し

な
ど
、
練
り
物
の
行
列
と
な
り

ま
す
。
和
歌
祭
は
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）に
規
模
が
縮
小

し
、
練
り
物
の
数
が
減
り
ま
す
が
、
描
か
れ
て
い
る
の
は

縮
小
前
の
様
子
で
す
。
し
か
し
、
人
の
身
な
り
は
当
時
の

様
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝
川
春
英
は
浮
世
絵
師
と
し
て

も
知
ら
れ
る
画
人
で
す
。

　餅つき踊りと呼ばれる練り物が描写されて
いる点などから、寛政十二年（一八〇〇）年か
ら文政四年（一八二一）までの和歌祭を描いた
ものとされています。

⑭
『
和
歌
浦
御
祭
礼
御お

ん
わ
た
り渡

絵
巻
』

（関連絵巻）　『和歌山東照宮御祭礼絵巻』 一
軸
　
紙
本
着
色
　
江
戸
時
代
後
期
、
勝か

つ

川か
わ

春し
ゅ
ん

英え
い

画

　
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

一軸　制作年代不詳（江戸時代後期か）
國學院大學神道資料館蔵
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日
本
各
地
の
祭
礼
行
列

國
學
院
大
學
所
蔵
の
祭
礼
絵
巻

『石清水八幡宮臨時祭復興絵図』
一軸　紙本着色　
文化十年（一八一三）以降画
國學院大學図書館蔵
　石清水八幡宮（京都府）で行な
われていた古代以来の祭礼が臨
時祭です。中世に途絶えますが
文化十年三月に復興しました。
絵巻にあるのは、京から神社へ
と向かう人々の行列です。

『津島神社五月五日神幸図』
一軸　紙本着色　
制作年代不詳（江戸時代後期か）
國學院大學神道資料館蔵
　津島神社（愛知県）で江戸時
代、五月五日に行なわれてい
た祭礼の神輿行列が描かれて
います。近世以前は、節供の
際に大規模な祭礼をする神社
が多くありました。

『香取神宮神幸祭絵巻』
一軸　絹本着色　
制作年代不詳（江戸時代か）　
國學院大學神道資料館蔵
　香取神宮（千葉県）では十二
年に一度、四月に大規模な神
幸祭を行ないますが、この絵
巻はその中世の様子を伝えて
います。当時は三月の祭礼で
した。

『阿蘇宮祭礼絵詞』
一軸　紙本着色　
天保四年（一八三三）画　
國學院大學図書館蔵
　阿蘇神社（熊本県）の御

お

田
た

植
うえ

祭
まつり

の絵巻です。同祭を特色付
ける、白い装束を着し、頭に
食膳を納めた櫃

ひつ

を抱くうなり
の行列がみられます。現在は
七月ですが、江戸時代は六月
の祭事です。
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主な展示品に関連する祭礼行事（現代）
展示品 府県名 関連神社名 祭礼名 式

しき
日
じつ
（実施日）

③

京都

賀茂御祖神社（下鴨神社）

賀茂祭
（葵祭）

御蔭祭 ５月12日

② 賀茂別雷神社（上賀茂神社） 御阿礼神事 ５月12日（非公開）

④⑤
⑥⑦

賀茂御祖神社
賀茂別雷神社

社頭の儀
（勅使奉

ほう

幣
へい

）
５月15日

⑧
八坂神社 祇園祭

神
じん

幸
こう

祭
さい

（神輿渡
と

御
ぎょ

）７月17日

還
かん

幸
こう

祭
さい

（同上） ７月24日

⑨ 山鉾巡行 ７月17日

⑩

御霊神社（上御霊神社） 御霊祭
神幸祭 ５月１日

還幸祭 ５月18日

下御霊神社
神幸祭 ５月１日

還幸祭 ５月第３もしくは第４日曜日

⑪ 愛宕神社・野宮神社 嵯峨祭
神幸祭 ５月第３日曜日

還幸祭 ５月第４日曜日

⑫ 大分 宇佐神宮 御神幸祭
（御祓会）

御発
はつ

輦
れん

祭 ７月27日以降最初の金曜日

御還着祭 御発輦祭の２日後

⑬ 栃木 東照宮（日光東照宮） 例大祭　 渡御祭 ５月18日

⑭ 和歌山 東照宮（紀州東照宮） 神輿渡御祭（和歌祭） ５月第２もしくは第３日曜日

※祭礼が長期にわたる場合は一部の祭儀のみ掲載しました。日程は変更される場合があります。

＊國學院大學神道資料館は、研究開発推進機構学術資料センター内の部門名です。
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